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の下でのみ、可能なのである。」（Georg Wilhelm  
  Friedrich Hegel, Vorlesungen über die Philoso- 
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う言葉を使う（see, e.g., Giovanna Borradori, 
Philosophy in a Time of Terror, 2003, pp. 124－130
［藤本一勇 他訳『テロルの時代と哲学の使命』（岩
波書店、2004 年）192 頁以下］）のと同様に、何ら
かの価値（ブルジョワ的価値＝自由・平等）を「正
統なもの」として前提しながら、そこから「離脱す
るもの／異なっているもの」を“赦す＝慈善”とい
う構造ではなく、「異なっているもの」同士が“相互
扶助”のなかで生きていく社会のイメージを大切に
したい、ということである。（もっとも、「異なって
いるもの」とは、“相互扶助”を破壊するものには向
けられていない。“相互扶助”を超えた価値的「正統」
による画一からの解放と、“相互扶助”そのものの破
壊とは、異質なものである。）（また、用語というも
のは、（ある共同体における）歴史のなかでその内
実・意味内容が変容しあるいは定まっていくもので
あるので、同じ用語を用いていても、論者によって
想定する意味内容が異なることもあり、その点にも
注意を要する（前稿・注28等 参照）。それゆえ、こ
こでの議論は、形式的な用語ではなく、意味内容の
問題として検討されているものである。） 
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